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村のデキゴト
Village News

農
産
物
品
評
会

11
月
３
日
、
公
民
館
前
の

テ
ラ
ス
で
農
産
物
品
評
会

「
み
の
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
、
村
内
各
所

よ
り
、
見
事
な
農
産
物
が
数

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
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第
29
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11
月
19
日
、
第
29
回
ふ
く

し
ま
駅
伝
が
行
わ
れ
、
昭
和

村
は
、
7
町
村
の
合
同
チ
ー

ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
に
参

加
し
、
昭
和
中
学
校
2
年
生

の
本
名
萩
君
が
、
3
区
を
走

り
ま
し
た
。
５
・
8
㌔
の
距

離
を
19
分
58
秒
、
区
間
順
位

18
位
の
素
晴
ら
し
い
走
り

で
、
チ
ー
ム
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
総
合
タ
イ
ム
は

5
時
間
42
分
45
秒
で
、
総
合

33
位
の
成
績
と
な
り
ま
し

た
。

羽
染
兵
吉
さ
ん
文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

9
月
か
ら
10
月
に
5
回

に
か
け
て
裁
縫
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
か
ら
む

し
織
体
験
生
が
村
民
の
方

と
交
流
し
な
が
ら
裁
縫
の

技
術
を
習
得
し
、
今
後
の

作
品
作
り
に
活
か
す
こ
と

を
目
的
に
、
さ
ゆ
り
会
の

方
々
を
講
師
に
迎
え
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
ユ
ッ
コ
ギ
」

作
り
と
言
う
こ
と
で
、
会

津
木
綿
工
場
見
学
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
思
い
思
い
の

生
地
を
購
入
し
て
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
楽
し
み
、
11
月
3
日
の

文
化
祭
で
は
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

裁

縫

教

室

「
ユ
ッ
コ
ギ
」
作
り

ユッコギ

県
教
育
委
員
会
よ
り
文

化
財
保
護
功
労
者
と
し

て
、
羽
染
兵
吉
さ
ん
（
両

原
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

羽
染
さ
ん
は
、
永
き
に

わ
た
り
昭
和
村
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
長
と
し
て

文
化
財
の
保
護
に
努
め
、

昭
和
村
の
文
化
の
振
興
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
末
、
大
芦
中
組

一
九
八
七
の
星
富
一
さ
ん

（
故
人
）
の
居
宅
・
土
蔵
・

小
屋
が
専
門
業
者
に
よ
り

バ
ッ
ク
ホ
ー
（
重
機
）
で
解

体
さ
れ
更
地
に
な
り
ま
し

た
。
村
内
で
は
冬
季
の
雪
に

よ
る
破
損
な
ど
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
数
年
、
空

き
家
の
解
体
が
各
所
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
村
の
公
民
館

（
教
育
委
員
会
）
へ
村
内
家

屋
解
体
処
分
の
際
の
立
会
要

請
が
あ
り
、
実
際
に
は
、
か

ら
む
し
工
芸
博
物
館
の
吉
田

有
子
さ
ん
が
文
化
財
保
全
の

担
当
と
し
て
現
場
に
立
会
、

百
年
後
に
必
要
と
な
る
情
報

を
有
し
た
民
具
資
料
や
書
面

資
料
を
レ
ス
キ
ュ
ー（
救
出
）

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

小
野
川
分
校
建
屋
に
保
管
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
欄

に
掲
載
さ
れ
た
新
資
料
は
こ

う
し
た
資
料
救
出
・
保
管
に

よ
る
も
の
で
す
。

十
月
二
十
四
日
に
、
会
津

若
松
市
城
東
町
の
福
島
県
立

博
物
館
で
、
文
化
財
講
習
会

が
あ
り
出
席
し
ま
し
た
。
ふ

く
し
ま
歴
史
資
料
保
存
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
阿
部
浩
一
福
島

大
学
教
授
が
「
未
指
定
文
化

財
の
保
護
に
つ
い
て
」
と
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
要
旨

は
、
日
本
の
文
化
財
保
護
法

は
「
本
来
、
指
定
・
未
指
定

と
い
う
も
の
を
区
別
し
て
い

な
い
」「
特
に
行
政
側
は
未

指
定
の
も
の
は
文
化
財
と
認

識
し
な
い
」
た
め
に
、
人
々

の
暮
ら
し
を
証
明
す
る
貴
重

な
文
化
遺
産
が
消
滅
し
続
け

て
い
る
…
…
と
い
う
も
の
で

し
た
。
具
体
的
に
は
七
年
前

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
未

指
定
文
化
財
の
多
く
が
地
域

か
ら
大
量
に
消
失
し
て
、
地

域
の
歴
史
が
認
識
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
一
日
、
私
は
、
生

業
の
か
す
み
草
生
産
の
関
係

で
、
早
朝
に
大
岐
の
自
宅
を

出
て
、
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
て
い
る
花
の
展

示
会
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｘ
の
会
場
に
い

ま
し
た
。
十
一
時
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
カ
フ
ェ
大
芦
家
の
佐

藤
孝
雄
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
星
富
一
さ
ん
宅
が
明
日

か
ら
解
体
作
業
が
行
わ
れ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
県
外
居

住
の
関
係
者
が
昼
食
の
た
め

大
芦
家
に
立
ち
寄
ら
れ
、
孝

雄
さ
ん
が
土
蔵
内
の
書
面
の

一
部
を
預
か
っ
た
の
で
見
て

ほ
し
い
、
関
係
者
は
帰
ら
れ

た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

十
三
日
に
孝
雄
さ
ん
か
ら

資
料
類
を
預
か
り
、
内
容
を

確
認
し
ま
し
た
。
農
作
業
の

合
間
を
み
て
、
大
芦
の
コ
シ

マ
キ
墓
地
の
富
一
家
の
墓
碑

名
を
写
し
、
ま
た
小
矢
ノ
原

（
江
戸
時
代
は
小
屋
の
原
と

表
記
）
の
忠
魂
碑
文
を
写
し

ま
し
た
。
県
外
の
関
係
者
の

連
絡
先
を
孝
雄
さ
ん
に
調
べ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

十
六
日
に
富
一
さ
ん
の
子

で
千
葉
県
内
に
住
む
定
さ
ん

に
電
話
を
し
、
住
所
を
教
え

て
も
ら
い
、
資
料
調
査
の
概

要
を
郵
送
し
ま
し
た
。
定
さ

ん
か
ら
手
紙
が
二
十
四
日
に

届
き
、
富
一
さ
ん
の
長
男
の

邦
英
さ
ん
の
連
絡
先
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
十
日
に
、
有
志
の
か

ら
む
し
文
化
の
研
究
者
ら
を

集
め
、
今
回
の
資
料
の
検
討

会
を
開
き
ま
し
た
。

か
す
み
草
栽
培
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
解
体
作
業
が
一
段
落

し
た
十
一
月
十
日
の
夜
、
栃

木
県
内
に
住
む
星
邦
英
さ
ん

（
昭
和
十
五
年
生
）
に
電
話

を
し
ま
し
た
。
資
料
の
概
要

は
定
さ
ん
か
ら
転
送
さ
れ
て

い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
現

況
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

星
富
一
家
の
資
料
は
、
江

戸
時
代
末
か
ら
明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
の
資
料
群
で

大
福
帳
が
主
体
で
す
。
そ
れ

に
は「
大
芦
宮
下

山
本
屋
」

と
し
た
表
題
が
多
い
こ
と
か

ら
「
大
芦
宮
下

山
本
屋
文

書
」
と
し
ま
し
た
。
星
幸
八

（
天
保
十
一
年
・
一
八
四
〇

年
生
）、
菊
次
（
明
治
十
六

年
・
一
八
八
二
年
頃
生
、
昭

和
三
六
年
逝
去
、
七
九
歳
）

が
作
成
し
た
同
時
代
資
料
で

し
た
。
今
後
、紹
介
し
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
48
回
～

▶
（
写
真
１
）
星
富
一
家

▶
（
写
真
２
）
大
芦
山
本
屋
大
福
帳

大
芦
宮
下

山
本
屋
資
料
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              区 分

  部 門

職員数 対前年

増減数

主な増減

理由平成28年 平成 29 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1 0
総務 11 11 0
税務 2 2 0
民生 5 6  1 異動（1）
衛生 2 2 0
農林水産 6 6 0
商工 3 3 0
土木 2 2 0
計 32 33 1

教 育 部 門 3 3 0
消 防 部 門 0 0 0
小 計 35 36 1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 5 5 0
水 道 1 1 0
交 通
下 水 道 2 2 0
そ の 他 4 5 1 異動（1）
小 計 12 13 1

合   計 47 49 2
〔61〕 〔61〕

（1）一般職員給与費の状況（普通会計予算） （平成 29 年 4 月 1 日現在）

区分
職員数

A

給     与     費 1 人当たり

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 給与費 B/A

29 年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

36 114,931 14,614 43,054 172,599 4,794

区分 一般行政職
大学卒 高校卒

昭和村 182,400 円 149,400 円
福島県 189,100 円 153,900 円

国 220,140 円 181,620 円

（2）職員の初任給の状況 （平成 29 年 4 月 1 日現在）

29 年度支給割合 加算措置の状況

期末手当 勤勉手当

職制上の段階、

職務の級等によ

る加算措置

昭和村 2.55 月分 1.7 月分

福島県 2.55 月分 1.7 月分

国 2.6 月分 1.7 月分

（4）職員手当の状況 （平成 29 年 4 月 1 日現在）

区  分 給 料 月 額 等

給
料

村長 624,600 円
（694,000 円）

副村長 559,000 円
教育長 527,000 円

報
酬

議長 224,000 円
副議長 183,000 円
議員 165,000 円

期
末
手
当

村長 29 年度

支給割合

2.9 月分
副村長 2.9 月分
教育長 2.9 月分
議長 29 年度

支給割合

2.9 月分
副議長 2.9 月分
議員 2.9 月分

（5）特別職の報酬等の状況 （平成 29 年 4 月 1 日現在）

（1）部門別職員の状況と主な増減理由 （各年 4 月 1 日現在）

村職員の給与の実態について、そのあらましをお知らせします。
村職員の給与は、県の制度に準じ、村議会を経て条例で定めることになっています。

村 職 員 の 給 与 は こ の よ う に 支 給 さ れ て い ま す

注） 1 職員手当には退職手当及び児童手当を含みません。
   2 給与費は当初予算に計上された額です。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 (％ ) 1 年前の
構成比(％ )

1 級 主事の職務 18 50 42.9
2 級 主査の職務 4 11 8.5
3 級 主任主査、係長 7 19 28.6
4 級 課長相当職 0 0 0
5 級 課長 6 17 17.1
6 級 困難な業務を処理する課長 1 3 2.5

（3）一般行政職の級別職員数の状況 （平成 29 年 4 月 1 日現在）

村職員の定数管理は
このようになっています

村職員の定数管理の実態についてお知らせします。
村職員の定数は昭和村職員定数条例に定められ、 平成 10 年に策定された
定員適正化計画 （5 年毎に見直し） において管理されています。

注） 1 職員数は一般職に属する職員数です。
  2 〔〕内は、 条例定数の合計です。

注） 給料の （ ） 内は、 独自減額措置前の金額です。












